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共
感
覚
者
の
脳
の
働
き
を
画
像
で
説
明
す
る
長
田
教
授

(兵

庫
県
三
田
市
の
関
西
学
院
大
学
で

)
H大
西
健
次
撮
影

30 -h・・t・毘ぎ可泰子書と

物差し追究芳、
L
E
G
 

気持ち

く
つ
ろ
ぎ
を
感
じ
る
照
明
、
身
に

つ
け
て
心
地
よ
い
肌
着
||
。
「
も

の
」
が
充
足
し
、
人
々
の
関
心
が
生

活
の
「
質
」
に
向
か
う
現
代
。
物
づ

く
り
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
人
の
「
感
性
」
だ
。

「
好
き
」
「
嫌
い
」
「
気
持
ち
い

い
」
な
ど
の
主
観
、
感
覚
は
、
ど
ん

な
刺
激
で
ど
う
働
く
の
か
。
様
々
な

条
件
で
デ
l
タ
を
集
め
て
解
析
、
傾

向
を
つ
か
み
、
デ
ザ
イ
ン

・
製
品
設

計
に
役
立
つ
客
観
的
な
「
物
差
し
」

を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
長
田
典

楽
じ
い
学
問

感
性
情
報
学

子
教
授
(
引
)
が
取
り
組
む
感
性
情
報

学
だ
。元
々
は
民
間
企
業
で
働
く
検
査
装

置
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
。
真
珠
の

色
あ
い
を
検
査
す
る
装
置
を
開
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
自
分
に
は
ど

れ
も
同
じ
に
見
え
る
真
珠
の
微
妙
な

色
や
輝
き
の
違
い
を
、
鑑
定
士
た
ち

が
識
別
す
る
様
子
に
驚
い
た
。
「
最

後
は
感
性
で
す
」
。
そ
う
言
わ
れ
、

「
何
か
科
学
的
な
根
拠
が
あ
る
は
ず
」

と
考
え
た
の
が
、
研
究
に
の
め
り
込

む
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

研
究
室
で
は
、
脳
科
学
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
挑
ん
で
い
る
。
音
に
色

を
感
じ
る
「
共
感
覚
」
の
持
ち
主
は
、

脳
の
活
動
部
位
を
画
像
表
示
す
る
装

置
で
調
べ
る
と
、
音
の
刺
激
に
対
し
、

目
を
閉
じ
て
い
て
も
色
を
感
じ
る
部

分
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
共
感
覚
者
を
対
象
に
、
調
の
異

な
る
音
楽
を
聴
か
せ
た
と
こ
ろ
、
音

楽
に
よ
っ
て
感
じ
る
色
、
快
不
快
は
、

ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
人
気
の
C
Mを
分
析
す

る
と
、
映
像
の
色
調
と
音
楽
の
組
み

合
わ
せ
は
、
共
感
覚
者
が
実
験
で
「
快

適
」
と
答
え
た
も
の
と
同
じ
パ
タ
ー

ン
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

飲
料
水
の
C
M
で
は
、
変
ホ
長
調
や

変
イ
長
調
な
ど
の
フ
ラ
ッ
ト
系
の
音

楽
に
、
青
や
黄
色
を
組
み
合
わ
せ
る

傾
向
が
強
か
っ
た
。
共
感
覚
者
に
限

ら
ず
、
快
適
と
感
じ
る
音
楽
と
色
調

の
組
み
合
わ
せ
に
は
法
則
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

感
性
の
研
究
は
、
約
お
年
前
に
日

本
で
始
ま
り
、
今
で
は
「

K
a
n
s

e--」
が
世
界
共
通
語
だ
。
長
田
教

授
は
「
人
の
感
じ
方
を
大
切
に
す
る

価
値
観
が
世
界
に
広
が
り
、
研
究
の

追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
快
適
性
、

使
い
や
す
さ
を
重
視
し
た
環
境
づ
く

り
に
つ
な
げ
、
人
々
の
生
活
が
よ
り

楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
な
る
よ
う
、

貢
献
し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。


